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新日鐵住金ステンレス株式会社（所在地：東京都千代田区、代表取締役社長：木下 洋）の省合金二相ステンレス鋼 ＮＳＳＣ

®２１２０（21%Cr-2%Ni-0%Mo）及びＡＳＴＭ Ａ２４０Ｍ Ｓ３２３０４（23%Cr-4%Ni-0%Mo）が、ステンレス鋼材と

しては初めて、国土交通省の新技術情報提供システム ＮＥＴＩＳに登録されました。

今回新技術として登録された、ＮＳＳＣ®２１２０の特徴は以下の通りです。

尚、ＮＳＳＣ®２１２０と同時にＮＥＴＩＳ登録されたＡＳＴＭＡ２４０ＭＳ３２３０４については、ＳＵＳ３１６Ｌの代替として

最適です。ダム・堰・水門などの公共設備においては、長寿命化やメンテナンス費用削減の要請から、１９６０年代以降ステン

レス鋼の使用が拡大してきました。しかしながら、ＳＵＳ３０４等の汎用ステンレス鋼は、普通鋼より高価なことに加え、近年

の原料価格の乱高下が素材価格に影響したこともあり、その適用は限定されたものでした。省合金型二相ステンレス鋼は、

高い機能性と優れた価格安定性を併せ持ち、老朽化が進む公共設備の更新や新設において、汎用ステンレス鋼ばかりでな

く、普通鋼＋塗装からのステンレス化に最適な選択肢となります。当社は、今後も橋梁・土木・建築などの各分野における省合

金型二相鋼の用途開発を通じ、投資を抑えつつ高品位で信頼性の高いインフラ整備への貢献を目指して参ります。
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ステンレス水門（SUS304製）

1.ＳＵＳ３０４と同等の耐孔食性を有しながら、ニッケル、モリブデンなどの添加量を削減した省合金型ステンレス鋼

　であり、ＳＵＳ３０４に比べ省資源性・価格安定性に優れています。

2.微細な二相組織とすることで、ＳＵＳ３０４に比べ約２倍の強度（0.2％耐力）の実現により設計基本強度が向上

　し、板厚の薄肉化による設備の軽量化を通じた鋼材使用量の削減が可能です。

【期待される用途事例】
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